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講 
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「
死
ぬ
人
生
を
生
き
る
」 

出 
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芦
田
組
・
比
婆
組 

参
詣
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百
三
十
八
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住
職
在
職
三
十
年
表
彰
（
敬
称
略
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光
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光
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比 

婆 

金
秀
寺 

 

西
本 

法
照 

 
 

御
調
東 

法
光
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調
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小
島 

文
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世 

羅 
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満
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島
津 

恵
心 

 

住
職
在
職
五
十
年
表
彰
（
敬
称
略
） 

 
 

芦 

田 

西
法
寺 

 

亀
山 

義
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九
十
歳
僧
侶
表
彰 

 

（
敬
称
略
） 

 
 

鴨 

川 

正
覚
寺 

 

竹
政 

信
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沼
隈
南 

善
正
寺 

 

那
須 

英
龍 

 
 

御
調
東 

大
通
寺 

 

大
淵 

光
江 

 
 

世 

羅 

法
泉
寺 

 

毛
利
ハ
ナ
ヨ 

 
 

世 

羅 

善
行
寺 

 

真
澄 

瑛
哲 

遠
近
各
地
よ
り
多
数
の
ご
参
詣
、 

 
 

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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我
が
家
に
は
現
在
高
校
二
年
生
に

な
る
双
子
の
兄
弟
と
、
中
学
三
年
生

の
、
三
人
の
息
子
が
い
ま
す
。 

 

今
か
ら
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で

す
。
双
子
の
兄
弟
が
、
小
学
校
に
入

学
し
て
間
も
な
い
頃
の
こ
と
で
し

た
。
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
次
男
が

「
お
な
か
が
痛
い
」
と
言
い
出
し
ま

し
た
。
さ
っ
そ
く
近
く
の
病
院
で
診

察
し
て
も
ら
う
と
「
盲
腸
」
と
の
こ

と
。
即
入
院
・
即
手
術
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
手
術
自
体
は
、
簡

単
な
手
術
で
時
間
も
か
か
ら
ず
終
わ

り
ま
し
た
が
、
退
院
す
る
ま
で
一
週

間
か
か
り
ま
し
た
。
入
院
し
て
二
日

ほ
ど
し
て
、
長
男
と
一
緒
に
病
院
に

見
舞
い
に
行
っ
た
帰
り
道
、
長
男

が
、
「
お
父
さ
ん
、
僕
も
盲
腸
に
な

り
た
い
な
…
」
と
ぽ
つ
り
と
小
さ
な

声

で

言

う

の

で

す
。
「
ど

う

し

て
？
」
と
聞
く
と
、
「
だ
っ
て
、
盲

腸
に
な
っ
て
入
院
す
る
と
、
い
つ
も

お
母
さ
ん
と
居
ら
れ
る
も
ん
」
と
い

う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
た
ぶ

ん
、
学
校
を
休
め
る
か
ら
、
と
い
う

単
純
な
答
え
だ
ろ
う
と
、
思
っ
て
い

ま
し
た
か
ら
、
父
親
と
し
て
返
す
言

葉
も
な
く
、
家
路
に
つ
い
た
の
を
今

で
も
憶
え
て
い
ま
す
。
母
親
に
甘
え

た
い
、
独
り
占
め
し
た
い
、
と
い
う

正
直
な
気
持
ち
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。 

  

最
近
の
少
年
犯
罪
に
関
し
て
、
法

務
省
大
阪
矯
正
管
区
医
療
分
類
課
長

の
青
木
宏
さ
ん
が
、
新
聞
の
コ
ラ
ム

に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。 

 

少
年
院
収
容
者
の
半
数
以
上
は
、

家
族
か
ら
暴
力
や
性
的
虐
待
を
受
け

た
経
験
が
あ
り
、
「
彼
ら
の
〝
愛
情

の
貯
金
箱
〟
は
驚
く
ほ
ど
少
な
い
」

と
話
さ
れ
ま
す
。
「
普
通
は
親
か
ら

無
条
件
に
愛
情
を
注
が
れ
、
そ
の
貯

金
箱
に
は
何
万
円
も
の
蓄
え
が
あ

る
。
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
そ
の
蓄

え
を
使
っ
て
生
き
て
い
け
る
し
、
自

分
の
価
値
も
信
じ
て
い
け
る
。
日
常

の
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
で
費
や
す
「
愛

情
の
貯
金
箱
」
は
、
た
か
が
十
円
か

二
十
円
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
彼
ら

は
最
初
か
ら
十
円
し
か
持
っ
て
い
な

い
の
だ
。
毎
日
十
円
で
も
二
十
円
で

も
あ
げ
続
け
て
、
決
し
て
見
捨
て
な

い
こ
と
が
安
心
感
を
生
む
の
で
は
な

い
か
。
貯
金
が
な
く
な
っ
た
時
、
彼

ら
は
自
分
を
守
た
め
に
誰
か
を
攻
撃

す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  

先
生
の
話
を
通
し
、
阿
弥
陀
さ
ま

の
お
慈
悲
の
心
を
頂
い
た
こ
と
で

す
。
阿
弥
陀
さ
ま
は
、
「
あ
な
た
が

ど
ん
な
心
を
起
こ
そ
う
が
、
ど
ん
な

言
葉
を
口
に
し
よ
う
が
、
ど
ん
な
姿

に
な
っ
て
い
こ
う
が
、
あ
な
た
を
決

し
て
、
見
離
し
は
し
ま
せ
ん
、
見
捨

て
は
し
ま
せ
ん
」
と
、
常
に
我
が
身

を
抱
き
と
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

阿
弥
陀
さ
ま
の
お
慈
悲
は
、
「
如
来

無
蓋
の
大
悲
を
も
つ
て
三
界
を
矜
哀

し
た
ま
ふ
」
と
大
経
に
説
か
れ
て
い

ま
す
。
無
蓋
と
い
う
こ
と
は
、
蓋
が

な
い
、
と
言
う
こ
と
で
す
。
常
に
私

に
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
の
が
お
慈
悲

の
お
心
で
す
。
私
は
、
素
直
に
阿
弥

陀
さ
ま
の
お
心
を
受
け
取
ら
せ
て
頂

く
ば
か
り
で
す
。
お
慈
悲
の
貯
金
箱

を
持
た
せ
て
頂
き
、
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
貯
金
箱
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
お

慈
悲
が
、
我
が
口
か
ら
「
南
无
阿
弥

陀
仏
」
の
お
念
仏
と
成
っ
て
下
さ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

芦
田
組 

明
浄
寺 

住
職 

立
神 

義
昭 

師 
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今
年
で
三
度
目 

ボ
ー
モ
リ
ー
ズ
緩
和
ケ
ア
病
棟
訪
問 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

十
二
月
十
三
日(

月)

、
今
年
で
三
度
目
と
な
る

ボ
ー
モ
リ
ー
ズ
の
三
愛
病
院
緩
和
ケ
ア(

終
末
期
医

療)

病
棟
訪
問
。
新
曲
を
た
ず
さ
え
、
仏
教
讃
歌･

童
謡･

唱
歌
な
ど
披
露
し
ま
し
た
。 

は
じ
ま
る
前
は
患
者
さ
ん
達
は
ま
ば
ら
で
あ
り

ま
し
た
が
、
い
ざ
コ
ー
ラ
ス
が
始
ま
り
、
す
ば
ら

し
い
歌
声
を
病
棟
中
に
響
か
す
と
、
次
第
に
患
者

さ
ん
や
、
そ
の
家
族
の
方
も
集
ま
り
だ
し
、
最
後

に
は
看
護
師
・
先
生
も
来
ら
れ
て
、
た
く
さ
ん
の

拍
手
の
も
と
、
数
多
く
の
あ
た
た
か
い
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

握
手
を
求
め
ら
れ
た
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
な

ど
患
者
さ
ん
の
引
止
め
て
く
だ
さ
る
姿
を
見
て
、

後
ろ
髪
を
ひ
か
れ
な
が
ら
、
ボ
ー
モ
リ
ー
ズ
一
同

「
ま
た
来
年
も
！
」
と
深
く
胸
に
誓
わ
れ
病
棟
を

後
に
し
ま
し
た
。 

                      備後教区会議長  藤井徳行 

 十月七日(木)午後二時より、本願寺備後会館本堂において、臨時教区会を開

催いたしました。このたびの議案は、財務承認議案五件及び承認議案一件であ

りました。財務承認議案は、2003(平成 15）年度備後教区各種歳計決算(決算書

別紙)を満場一致で承認頂いたことであります。 

 また、承認議案(下記記載)につきましては、三月の定期教区会で区令承認し

た「備後教区護持口数調整委員会設置規則」に基づき同委員会で調整された、

教区内各組の本山護持口数を承認いたしました。永年懸案事項でありました本

山護持口数につきましては、昭和 48 年よりの改定であり、今後各組で各寺院

の調整をお願いいたすことでありますが、何卒よろしくお願い申し上げます。    

 ０１ 備中里 

 ０２  中  

 ０３  奥  

 ０４  深津  

 ０５  鴨川 

 ０６ 鴨川北 

 ０７ 沼隈西 

 ０８ 沼隈南 

 

  ６２０ 

   １５２ 

   ６００ 

１,７６８ 

   ６８３ 

  ２４３ 

１,７４０ 

１,２００ 

 

 ０９   芦田 

 １０   神石  

 １１   三谿 

 １２   比婆 

 １３   三次 

 １４  御調東 

 １５  御調西 

 １６   世羅 

 １,５５３ 

   ３５２ 

    ８９１ 

   ９２２ 

 ２,００８ 

 １,８６０ 

 １,１５４ 

 １,３２４ 

 組番号 組 名   護持口数  組番号 組 名  護持口数 

合計 １７,０７０ 

（
敬
称
略
） 

芦
田
組 

僧
侶
議
員 

 
 

 
 
 

山
名
淳
晃
（
西
圓
寺
住
職
） 

世
羅
組 

門
徒
議
員 

 
 

 
 
 

重
末
博
文
（
明
善
寺
門
徒
） 

 

各
組
か
ら
右
記
の
方
々
を
ご
選
出
い
た
だ
き

ま
し
た
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 
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１．基礎点数× 4.000 円 

【基礎点数とは、当該年度の賦課点数より護持口数の点数分を差引いた点数】 

    (例 賦課点数 30.0 点－護持口数点数分 2.5 点＝基礎点数 27.5 点) 

２．門徒戸数報告数× 100 円（150 円）×所得格差 

３．信徒・化境数報告数× 0.25 × 100 円（150 円）×所得格差 

【0.25 を乗算する事は、信徒・化境数 4戸で門徒戸数 1戸とするため】 

４．僧侶数× 2.000 円【所属僧侶に一律 2.000 円を乗算】 

付帯条項 

１．本答申に基づく賦課基準決定の（教区会決議後）四年後に再調査 

  本委員会の任期は平成 18 年度(平成 19 年 3 月 31 日)までであるので、次の委員会(任期 平成 19 

  年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日)に門徒戸数の報告依頼調査を平成 19・20 年度に実施、平成 

  21 年度より新しい教区賦課基準規程の施行を求める。 

２．四年後には門徒戸数等を公開する 

３．四年後の門徒戸数等の報告書には、代表役員(住職)並びに責任役員(門徒)・門徒総代 2 名の署名   

  捺印を頂く 

４．四年後の再調査までは、門徒戸数の増加申請は受けつける 

５．四年後は門徒も含めた委員会構成 

６．『所得格差』は四年間据え置き 

 最後に、私たちの寺院が、教団教区の充実発展のために門徒戸数を実態どおりに申告いただき、そ  

の数を基として、門徒戸数の多い寺は、その分だけ多く、門徒戸数の少ない寺は、それ相応に賦課 

金を分担していただけるよう願っております。 
  

 ２００４（平成１６）年１１月８日  備後教区賦課基準等調整委員会 委員長 季 平 恵 海 

2002(平成 14)年三月の教区会において、教区の賦課金を見直さなくてはならないとの意向の下

に、教区護持口案に賦課基準調整委員が発足して、三年近くになろうとしている。 

賦課金調整の主目標は、一つにここ数年、教区財政が厳しい状況にあったこと、二つには昭和 48

年に苦労して決められた教区費の寺院負担金が、三十数年間調整されず、そのままの護持口数という

不明確な基準にのっとって来たため、組間、寺院間で不公平感が強まってきたという、この二つのこ

とを解決しようとのねらいであった。委員会では、護持口数という、あいまいな数字よりもまず、各

寺院の経済力の基礎となる門徒戸数を調査しようということになった。 

第一回目の調査は、2003(平成 15)年二月に行われた。その結果、これまで申告されている門徒戸

数が 25,896 戸であった所、この度は 36,937 戸となり、42％増という成果をおさめた。しかし、委員

会ではこの申告も亦、実態にそっていない。まだ、実態にそった門徒戸数が出ていないとの意向が強

く、第二回目の調整を 2003(平成 15)年十二月に行うことになった。その結果、教区全体で、40,463

戸の申告をいただくことになった。実に 56％の増である。それでもまだ、組による取り組みの差、

寺院間の申告の差等が指摘された。正直者が損をするとの意見もあった。 

 しかし、現段階で再々度調査してもよい結果が得られるとはいえないこと。各組々長への負担が著

しいこと。正直者が損をするのではなく、正直者が胸はっていこうとの総意に添い、第二回目の申告

を基にして、賦課金を決めることとした。 

 さて、最終的な賦課金の算出にあたっては、国が出している地域別所得格差指数を、門徒戸数に来

して、地域差を配慮した。又、門徒戸数が全体として増えたため、門戸一戸あたり、100 円、又は

150 円を乗算したものを、寺院負担金の基礎とした。なお、算出式については下記の通りであり、合

計金額を教区賦課金とするものである。 

また、発足時の格差是正にどれだけ、応えられたかは、心もとないけれど、これだけの門徒戸

数の申告があったこと、そして、この方向が４年後の調整の時、生かされるであろうことを願い

下記の付帯条項を添えて、この度の答申をまとめた。 
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教
区
内
、
床
上
浸
水
（
１
０
６
件
）
の
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
方
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
見
舞
い
金
と
し
て
お
送
り
致
し
ま
し
た
。 

今夏、備後教区内、台風によって被災された皆様方への義援金をお願い申し上げましたとこ

ろ、下記の通り（１２月１７日現在まで到着分）たくさんの善意が寄せられました。 

ご協力の程、心より御礼申し上げます。 

備中里 浄心寺 

備中里 報恩寺 

備中里 専教寺 

備中里 教善寺 

備中里 高運寺 

備中里 本林寺 

備中里 蓮乗寺 

備中里 大円寺 

備中里 地福寺 

備中里 願興寺 

中 香積寺 

中 南林寺 

中 徳善寺 

中 蓮通寺 

中 光福寺 

中 西明寺 

中 辻之坊 

奥 永宝寺 

奥 大宝寺 

奥 仏源寺 

奥 正善寺 

奥 本教寺 

奥 善教寺 

奥 教蓮寺 

奥 増福寺 

奥 光伝寺 

奥 浄福寺 

奥 正玄寺 

深 津 光栄寺 

深 津 真福寺 

深 津 法真寺 

深 津 
法真寺 

仏教婦人会 

深 津 正善寺 

深 津 誓蓮寺 

深 津 専光寺 

深 津 光善寺 

深 津 光円寺 

深 津 信行寺 

鴨 川 福泉坊 

鴨 川 福泉寺 

（
十
二
月
十
七
日
現
在
） 

鴨川 正覚寺 

鴨川 浄光寺 

鴨川 泉龍寺 

鴨川 西蓮寺 

鴨川 興学寺 

鴨川 金蔵坊 

鴨川 願正寺 

鴨川北 照専寺 

鴨川北 宝泉寺 

鴨川北 泉蔵坊 

鴨川北 光明寺 

鴨川北 円福寺 

沼隈西 浄泉坊 

沼隈西 
浄泉坊 

護持会 

沼隈西 光満寺 

沼隈西 堅中寺 

沼隈西 西明寺 

沼隈西 
西明寺 

仏教婦人会 

沼隈西 萬福寺 

沼隈西 西法寺 

沼隈西 福照坊 

沼隈西 万福寺 

沼隈西 最明坊 

沼隈南 宝光寺 

沼隈南 善行寺 

沼隈南 法輪寺 

沼隈南 宝福寺 

沼隈南 南光坊 

沼隈南 勧正坊 

芦田 願成寺 

芦田 光円寺 

芦田 慶照寺 

芦田 西教寺 

芦田 長泉寺 

芦田 西法寺 

芦田 徳円寺 

芦田 西円寺 

芦田 明浄寺 

芦田 光明寺 

神石 正善寺 

神石 正善寺門徒 

神石 光徳寺 

神石 泉正寺 

神石 
泉正寺 

仏教婦人会 

三谿 明玄寺 

三谿 立泉寺 

三谿 照善坊 

三谿 善徳寺 

三谿 法専寺 

三谿 明覚寺 

比婆 勝光寺 

比婆 明正寺 

比婆 禅仏寺 

比婆 金秀寺 

比婆 在安寺 

比婆 光縁寺 

比婆 徳了寺 

比婆 西林坊 

比婆 西念寺 

比婆 円光寺 

比婆 
円光寺 

仏教婦人会 

三次 真光寺 

三次 法正寺 

三次 専法寺 

三次 源光寺 

三次 円勝寺 

三次 常順寺 

三次 覚善寺 

三次 安養寺 

三次 浄伝寺 

三次 西覚寺 

三次 照円寺 

三次 浄念寺 

三次 東光坊 

三次 大願寺 

三次 光西寺 

三次 西光寺 

三次 
西光寺 

護持会 

御調西 浄楽寺 

御調西 法泉寺 

御調西 順勝寺 

御調西 正明寺 

御調西 龍見寺 

御調西 
御調西組 

仏教婦人会 

御調西 光徳寺 

御調西 専光寺 

御調東 無量寺 

御調東 青松寺 

御調東 法光寺 

御調東 照善寺 

御調東 最円寺 

御調東 永正寺 

御調東 福善寺 

御調東 円龍寺 

御調東 尊光寺 

御調東 大通寺 

世羅 円超寺 

世羅 教専寺 

世羅 明善寺 

世羅 上能寺 

世羅 円流寺 

世羅 善仁寺 

世羅 西照寺 

世羅 了安寺 

世羅 真徳寺 

世羅 真行寺 

世羅 浄鏡寺 

世羅 光源坊 

世羅 法泉坊 

世羅 光永寺 

世羅 善正寺 

世羅 専光寺 

世羅 弘願寺 

世羅 正満寺 

世羅 善行寺 

世羅 明讃寺 

世羅 興学寺 

世羅 西教寺 

世羅 照明寺 

世羅 照光寺 

世羅 浄楽寺 

世羅 正蓮寺 

教務所 高田英彦 

  北海道教区 

  
仏教婦人会 

総連盟事務局 

  
備後教区 

布教団 

  
備後教区 

仏壮連盟 

  ビハーラ備後 

（順不同） 
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仏
婦
・
寺
婦
基
幹
運
動
運
動
研
修
会 

  
日
時 

十
月
二
十
八
日
（
木
） 

 
場
所 

本
願
寺
備
後
会
館 

 

講
師 

中
央
基
幹
運
動
推
進
相
談
員 

 
 
 
 

四
州
教
区
飯
山
北
組
光
耀
寺 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

橋
本
朗
仁
先
生 

 

講
題
「
歓
喜
信
受
」 

 
 
 
 

～
よ
ろ
こ
び
と
感
謝
の
生
活
～ 

  

八
十
六
名
の
参
加
の
も
と
、
仏
教
婦
人
会
と
寺
族
婦
人
会
合

同
で
、
午
前
は
基
調
講
演
、
午
後
か
ら
は
班
別
討
議
。
全
体
会

で
は
各
班
か
ら
の
発
表
が
行
わ
れ
た
後
、
ま
と
め
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

  

若
婦
人
研
修
会 

  

日 

時 

十
一
月
二
十
日
（
土
） 

 
 
 
 

 

参
加
者 

一
〇
八
名 

 
 
 
 

 

十
一
月
二
十
一
日
（
日
） 

 
 
 
 

 

参
加
者 

六
十
名 

 

場 

所 

本
願
寺
備
後
会
館 

 

講 

師 
 

 
 
 

安
芸
教
区
山
県
太
田
組
正
覚
寺 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

清
胤
祐
子
先
生 

 

テ
ー
マ 

私
に
と
っ
て
の
浄
土
真
宗 

 

 

講 

題
「
あ
な
た
に
あ
え
た
か
ら
」 

  

両
日
併
せ
て
一
六
〇
名
以
上
の
参
加
の
も
と
、
若
婦
人
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
は
今
年
度
よ
り
活
動
を
始
め
た
若
婦
人
専
門
委
員
会

の
企
画
運
営
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
さ
ん
も
一
緒
で
の

参
加
を
ご
案
内
し
た
と
こ
ろ
〇
歳
児
か
ら
十
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
が
両
日
で
十
六
名
お
こ
し
に
な
り
会
館
ロ
ビ
ー
へ
チ
ャ
イ
ル

ド
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
の
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま
し
た
。 

 

午
前
は
先
生
よ
り
基
調
講
演
を
い
た
だ
き
、
午
後
か
ら
は
班

に
分
か
れ
て
班
別
討
議
。
全
体
会
で
は
各
班
か
ら
の
発
表
が
行

わ
れ
た
後
、
ま
と
め
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

会
場
に
子
ど
も
さ
ん
の
声
が
響
く
今
ま
で
に
な
い
和
や
か
な

雰
囲
気
の
研
修
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。 

 

「
若
婦
研
修
を
終
え
て
‥
‥
。
」 

 

二
〇
〇
四
十
一
月
二
十
、
二
十
一
日
の
教
務
所
は
‥
（
い

つ
も
と
違
っ
て
‥
？
） 

玄
関
を
入
る
と
‥
木
馬
に
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
可
愛
い
お

も
ち
ゃ
‥
‥
そ
し
て
優
し
い
音
楽
。 

あ
っ
た
か
、
ほ
ん

わ
か
ム
ー
ド
の
ロ
ビ
ー
で
す
。 

 

販
売
コ
ー
ナ
ー
も
講
師
の
清
胤
裕
子
先
生
の
ご
本
、
式

章
に
式
章
入
れ
と
、
立
ち
寄
っ
て
求
め
て
く
だ
さ
る
方
も

多
か
っ
た
で
す
。 

 

ち
ょ
っ
と
心
配
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
、
研
修
テ
ー
マ
“
あ
な
た
に
あ
え
た
か
ら
”
の
裕
子

先
生
の
お
話
し
の
感
動
の
ま
ま
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
さ

が
し
の
き
っ
か
け
と
な
る
意
見
を
出
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
“
こ
ん
な
思
い
で
活
動
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

は
‥
”
な
ど
私
た
ち
の
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
気
づ
か
な

か
っ
た
こ
と
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
常

任
委
員
の
皆
さ
ま
に
は
朝
早
く
よ
り
２
日
間
に
わ
た
っ
て

駐
車
場
の
案
内
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
お
世
話
を
助
け
て

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
で
す
！
参
加
者

の
皆
さ
ん
、
先
輩
仏
婦
の
皆
さ
ま
、
教
務
所
の
先
生
方
、

ほ
ほ
え
み
の
会
、
み
ん
な
笑
顔
で
が
ん
ば
っ
た
２
日
間
で

し
た
！
こ
れ
か
ら
も
、
出
会
え
た
仲
間
と
と
も
に
新
た
な

“
ほ
ほ
え
み
の
輪
”
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

若
婦
人
専
門
委
員
会
代
表 

小
柳
陽
子  

 

仏
婦
推
進
者
養
成
研
修
会 

  

日 

時 

十
二
月
八
日
（
水
） 

 

場 

所 

本
願
寺
備
後
会
館 

 

講 

師 

安
芸
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
委
員
長 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

米
田
恵
子
先
生 

テ
ー
マ
「
仏
教
婦
人
会
活
動
の
今
」 

 
 
 
 

 

仏
教
婦
人
会
の
各
単
位
会
役
員
一
三
四
名
の
参
加
の

も
と
、
推
進
者
養
成
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
は
安
芸
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
の
委
員
長
、

米
田
恵
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
座
談
会
形
式
と
い
う
初

め
て
の
試
み
で
仏
教
婦
人
会
活
動
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
六
班
に
分
か
れ
て
お
互
い
の
仏
婦
活
動

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
班
別
討
議
。
全
体
会
で
は
各

班
か
ら
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
安
芸
教
区
の
様
々

な
取
り
組
み
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、 

 

備
後
教
区
も
各
単
位
間
の
情
報
の
交
換
や
悩
み
の
共

有
が
出
来
、
貴
重
で
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。 
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～
リ
ー
フ
レ
ッ
ト 

 
 
 

作
成
に
向
け
て
～ 

 
 

  

備
後
教
区
内
、
門
信
徒
の
法

式
の
あ
り
方
を
見
て
み
ま
す

と
、
厳
し
い
よ
う
で
す
が
、
作

法
は
雑
行
化
し
、
ま
だ
ま
だ
迷

信
、
俗
信
に
と
ら
わ
れ
、
本
来

の
有
る
べ
き
姿
が
見
失
わ
れ
て

い
る
事
を
深
刻
に
受
け
止
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

法
式
・
法
務
専
門
委
員
会
で

は
、
本
年
度
も
法
式
を
通
し
て

門
信
徒
の
ご
教
化
を
め
ざ
し
協

議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

活
動
の
中
心
項
目
と
し
て
、
門
信
徒
を

対
象
と
し
た
配
布
資
料
『
な
る
ほ
ど
仏

事
』
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
）
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
「
初
め

て
の
御
法
事
（
法
事
の
進
め
方
）
」
に
つ

い
て
検
討
中
で
す
。
次
年
度
に
は
、
各
寺

院
の
お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、
伝
道
教

化
に
役
立
て
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

『
な
る
ほ
ど
仏
事
』
は
、
わ
か
り
や
す

く
、
読
み
や
す
く
、
様
々
な
研
修
の
資
料

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
単
年
度
で
終
わ
る

こ
と
な
く
継
続
事
業
と
し
て
計
画
し
実
行

し

て

い

き

た

い

と

思

っ

て

い

ま 

す
。 

 

備
後
教
区
内
の
法
式
が
正
常
化
し
、
統

一
化
出
来
る
よ
う
委
員
一
同
研
鑽
す
る
所

存
で
す 

。 

是
非
と
も 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
に 

 
 

 

ご
協
力
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

今
年
度
、
「
全
寺
院
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
実
施
計

画
案
」
試
行
に
伴
い
、

新
し
く
立
ち
上
が
っ
た

少
年
教
化
推
進
専
門
委

員
会
。 

 

皆
様
の
お
陰
を
も
ち

ま
し
て
、
無
事
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
、
今
後
の

少
年
教
化
活
動
を
進
め

る
上
で
、
よ
い
成
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
改
め
て
、
委
員
一
同

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
後
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
現

在
、
教
区
内
少
年
教
化
活
動
の
現
況

を
ま
ず
把
握
す
る
べ
く
、
全
ヶ
寺
へ

向
け
て
、
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
お
手
元
に
も
用
紙
が
き

て
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
は
、
こ
の
資
料
を
元
に
、
次
年
度

へ
向
け
て
更
な
る
活
動
を
推
し
進
め

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
何

卒
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き

た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

去
る
十
一
月
十
九
日(

火)

本

願
寺
備
後
会
館
に
て
秋
季
勤
式

研
修
会(

組
勤
式
研
修
会
、
特

別
法
務
員
研
修
会
・
協
議
会)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

講
師
は
本
山
両
堂
・
大
谷
本

廟
の
仏
華
を
立
て
て
お
ら
れ
る

開
明
社
「
花
新
」
の
水
本
敏
雄

師
を
お
迎
え
し
、
仏
華(

立
華)

に
つ
い
て
講
義
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

午
前
は
講
義
と
と
も
に
先
生

が
三
種
の
立
て
方(

本
格
的
な

立
て
方
、
受
け
筒
を
用
い
た
立

て
方
、
つ
か
み
挿
し)

を
実
際

に
行
わ
れ
、
午
後
よ
り
先
生
に

習
い
、
受
け
筒
の
製
作
や
立
華

の
実
習
を
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
に

行
い
ま
し
た
。 

仏
華
は
各
寺
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
ご
苦
労
の
あ
る
こ
と
で
も

あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
積
極
的

に
質
問
、
意
見
が
交
わ
さ
れ
る

研
修
会
と
成
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
こ
の
講
義
を
ビ
デ
オ

に
収
め
て
お
り
ま
す
の
で
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
教
務
所
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。 
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同朋講座 
 期 日   2005(平成 17)年 1 月 24 日(月)13:00 ～ 

 会 場   本願寺備後会館 本堂 

 講 師   13:20 ～ 徳田 靖之 先生(徳田靖之法律事務所) 

                ﾊﾝｾﾝ病国家賠償訴訟熊本裁判弁護団長 

       14:30 ～  金  泰九 先生 
                ﾊﾝｾﾝ病国家賠償訴訟岡山裁判原告団長  

僧侶研修会 
 期 日   2005(平成 17)年 2 月 22 日(火)10:30 ～ 

 会 場   本願寺備後会館 本堂 

 テーマ   『～伝 道～』 

 講 師   10:45 ～ 前 登志夫 先生(大乗歌壇選者) 

       13:00 ～ 原田 宗司 先生(教学伝道研究ｾﾝﾀｰ研究員) 
布教団 部門別・基幹運動研修会 

 日 時   2005(平成 17)年 2 月 28 日(月)10:30 ～ 

 会 場   本願寺備後会館 本堂 

 部門別発表 小武 正教 先生(団員・三次組西善寺住職) 

 研修会講師 橋本 朗仁 先生(中央基幹運動推進相談員) 

子ども大会・ウォークラリー 

 日 時   2005(平成 17)年 3 月 28 日(火)10:30 ～ 

 会 場   倉敷市 美観地区 

 集合場所ならびに開・閉会式会場 

       備中里組 教善寺(倉敷市船倉町 1604)  

 

全国真宗青年のつどい 
 期 日   2005(平成 17)年 7 月 30 日(土)～ 31 日(日) 

 会 場   山口県長門市(『金子みすゞ』ゆかりの地) 

 テーマ   ～ みんなちがって みんないい ～ 
次年度は、山口で全国真宗青年のつどいを開催されることになりました 

山口教区の仏青連盟さんが中心となってくださいますが、中四国ブロックの主

催による開催ですので、備後教区内若手僧侶さんをはじめ、一人でも多くの寺

族・特にご門徒の皆さまにご参加・ご協力を頂き仏青を盛り上げていきたく存

じます。なにとぞ皆さま、ご助力くださいますようお願い致します！！ 

  ● 上記４つの研修会・大会につきましては、 

            日が近づき次第、詳細なご案内をさせて頂きます 
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(

南
部) 

 
 

日 
時 

十
月
二
十
六
日(

火) 

 
 

場 

所 
神
石
組 

法
専
寺 

 
 

参
加
者 
一
〇
二
名 

(

北
部) 

 
 

日 

時 

十
月
二
十
七
日(

水) 

 
 

場 

所 

比
婆
組 

妙
延
寺 

 
 

参
加
者 

七
十
七
名 

 

先
般
、
十
月
二
十
日(
水)

久

井
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
医
療
支
援
で
ご
活

躍
中
の
中
村
哲
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
「
第
十
回
記
念
平
和
の
集

い
」
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
り

ま
し
た
が
、
前
日
に
大
型
台
風

が
中
国
地
方
上
陸
確
実 

と
の
報

が
入
り
、
急
遽
延
期
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

天
災
と
は
言
え
、
「
平
和
の
つ

ど
い
」
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

だ
い
て
い
た
皆
様
に
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

又
、
開
催
に
向
け
て
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
特

に
引
受
け
三
組(

御
調
東
・
御
調

西
・
世
羅)

の
皆
様
に
は
地
元
開

催
と
い
う
こ
と
で
準
備
段
階
か

ら
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
ま

た
参
加
者
も
特
に
力
を
入
れ
て

募
集
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

に
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

重
ね
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

今
後
と
も
「
平
和
の
つ
ど

い
」
を
は
じ
め
、
教
区
事
業
開

催
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
ご
参
加
・
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

南
部
・
北
部
合
わ
せ
て
一
七
九
名

の
参
加
者
の
も
と
、
高
橋
廣
爾
先
生

か
ら
お
寺
の
屋
根
が
な
ぜ
高
い
の
か

と
い
う
こ
と
の
本
質
を
お
話
い
た
だ

き
、
そ
し
て
総
代
、
住
職
自
ら
が
お

念
仏
の
お
法
り
を
聴
聞
し
、
伝
え
て

い
く
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

山
口
教
区 

美
祢
東
組 

 
 

 

光
明
寺 

高
橋
廣
爾 

先
生 

備
後
教
区
教
務
所
長 

高
 

田

 

英

 

彦 

 

原
爆
で
家
族
５
人
を
亡
く
し

た
父
・
淳
信
さ
ん(

二
〇
〇
〇
年

逝
去)

の
人
生
を
軸
に
、
お
寺
を

め
ぐ
る
周
囲
の
人
々
の
姿
を
通

し
て
、
戦
前
か
ら
現
在
の
広
島
の

風
土
を
描
い
た
作
品
で
す
。
上
映

後
、
監
督
と
の
話
し
合
い
を
予
定

し
て
ま
す
。 

日 

時 
:
 

三
月
三
十
日(

水)
 

 
 
 
 

 
 
 

午
前
十
時
よ
り 

場 

所 
:
 

御
調
町(

尾
道
市)

 

 
 
 
 

 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
球
場 

日
時 

:
 

三
月
八
日(

火)
 

 
 
 

 
 

午
後
一
時
～
四
時 

場
所 

:
 

教
務
所 

 

た
く
さ
ん
の
参
加
を 

 
 
 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画 

「
土
徳
ー
焼
跡
地
に 

 
 
 
 
 

 

生
か
さ
れ
て
」(

 
 

分)
 

監
督 

:
 

青
原
さ
と
し(

釈
慧
水)
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勉強会 研究会 教化活動 その他 

 

今
回
お
届
け
す
る
の
は
、
鴨
川
北
組
勉
強
会
で

す
。 

 

こ
の
勉
強
会
は
一
九
九
九
年
四
月
二
一
日
～
二
二

日
、
ご
門
主
様
の
鴨
川
北
組
へ
の
ご
巡
教
を
ご
縁

に
、
何
か
形
と
し
て
残
そ
う
と
、
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
テ
キ
ス
ト
に
『
連
研
ノ
ー
ト
Ｄ
』
を
使
用

し
、
今
年
度
か
ら
は
直
接
、
聖
典
に
ふ
れ
『
正
信

偈
』
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

毎
月
、
一
回
二
時
間
・
正
信
偈
の
お
勤
め
・
講

義
・
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
質
疑
・
確
認
・
讃
嘆
・

四
方
山
話
な
ど
の
内
容
で
す
。 

 

加
茂
町
、
照
専
寺
の
門
徒
会
館
で
、
僧
侶
七
名
、

ご
門
徒
四
〇
名
が
、
毎
月
第
三
金
曜
日
一
九
時
半
～

二
一
時
半(

年
一
二
回)

、
と
き
に
は
盛
り
上
が
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
も
入
り
延
長
戦
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

 
と
に
か
く
肩
ひ
じ
を
張
ら
ず
に
、
特
に
後
半
は
ワ

イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
の
中
に
も
自
分
の
暮
ら
し
と
重

ね
な
が
ら
の
勉
強
会
で
す
か
ら
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
お
越
し
下
さ
い
と
の
事
。 

そ
の
３ 

鴨
川
北
組
勉
強
会 

〒 720-2411 福山市加茂町北山 2430-2 

TEL 084-972-8151 

鴨川北組 

照 専 寺 

連
絡
先 

仏
華
に
つ
い
て 

 

仏
前
に
花
な
ど
供
え
て
荘
厳
す
る

こ
と
を
供
華(

く
げ)
と
い
い
ま
す
。 

 
 

 

元
来
、
お
華
を
供
え
る
様
式
に
は

印
度
に
二
つ
の
法
が
あ
っ
た
よ
う
で

『
大
経
』
に
は
「
散
華
焼
香
」
と
散

華
供
養
の
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、

ま
た
『
小
経
』
に
は
「
常
に
清
旦
を

も
っ
て
、
お
の
お
の
衣
裓(

花
皿)

に

衆
の
妙
華
を
盛
り
他
方
の
十
万
億
の

仏
を
供
養
す
る
」
と
盛
華
供
養
の
こ

と
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

仏
華
と
し
て
特
に
馴
染
み
の
深
い

立
華
の
様
式
は
イ
ン
ド
で
は
ほ
と
ん

ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
前
述
の
二
法
で
は
花
を
永
く
保

持
す
る
の
が
困
難
な
た
め
立
華
の
法

が
現
れ
た
よ
う
で
す
。
『
法
苑
珠

林
』
に
は
「
衆
僧
銅
甕(

あ
か
が
め)

に
水
を
盛
り
、
其
華
・
茎
を
水
に
浸

し
萎(

え)

ざ
ら
し
む
」
等
と
あ
り
、

中
国
で
は
随
分
立
華
の
法
が
用
い
ら

れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
『
考
信

録
』
に
は
「
此
方
俗
礼
に
、
瓶
華
を

用
い
る
故
に
、
供
仏
も
こ
れ
に
准
ず

る
隨
方
毘
尼
な
ら
ん
」
と
、
真
宗
も

立
華
を
も
っ
て
仏
前
供
華
の
方
法
と

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
、
こ
れ
に

補
足
し
て
「
す
で
に
散
華
の
代
り
な

る
と
き
は
た
だ
葩
あ
る
草
木
の
み
を

供
す
べ
き
に
、
松
・
桧
等
の
華
な
き

類
を
も
用
い
る
は
是
も
国
風
に
准
ず

る
か
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

既
に
中
国
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
の

法
が
、
日
本
に
入
り
、
立
華
の
国
風

と
一
致
し
て
、
い
よ
い
よ
盛
ん
に
な

り
、
真
宗
で
も
こ
れ
を
大
い
に
用
い

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

他
宗
で
は
紙
・
木･

金
な
ど
で
で

き
た
造
花
を
用
い
る
様
式
も
、
み
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
真
宗
に
お

い
て
は
、
生
花
を
も
っ
て
仏
前
の
荘

厳
と
し
て
き
ま
し
た
。
生
花
を
通

し
、
無
常
の
理
を
聞
い
て
き
た
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

『
百
通
切
紙
』
に
「
一
義
に
九
十
箇

条
を
引
い
て
華
一
度
切
り
た
れ
ば
命

切
れ
た
る
如
し
、
し
か
れ
ど
も
少
し

の
水
に
養
わ
れ
て
生
木
の
如
く
な

り
。
我
等
生
ま
れ
た
る
は
死
の
始
め

な
れ
ば
、
早
死
す
べ
き
な
れ
共
、
無

常
の
使
の
来
る
迄
は
儚
き
命
永
ら
え

る
体
を
思
う
て
、
愈
愈
無
常
を
知
れ

と
の
催
促
な
り
」
「
今
一
義
に
、
仏

前
の
荘
厳
に
よ
り
て
、
信
心
を
発

す
、
生
華
に
よ
り
て
殊
勝
に
存
じ
、

『
小
経
』
の
七
重
宝
樹
、
『
大
経
』

の
七
宝
諸
樹
を
思
い
出
し
て
欣
求
の

心
強
く
お
こ
す
べ
し
」
と
そ
の
味
わ

い
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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 1 日 賦課基準等調整常任委員会   

 3 日 同朋三者懇話会（広島） 

  5 日 若婦専門委員会（ほほえみの会） 

 6 日 組織教化活性化専門委員会 

 10 日 少年教化推進専門委員会 

 10 日 教区勤式練習会 

 11 日 会館常例法座（平山義文師） 

 14 日 第１部会（平和のつどい会場視察） 

 15 日 護持口数調整委員会 

 24 日 寺婦三役会 

 27 日 賦課基準等調整常任委員会 

 28 日 仏婦役員会 

 30 日 常備会 

 30 日 災害対策委員会 
 

   

 1 日 サマースクール実動班反省会 

 4 日 仏婦ダーナ委員会 

 4 日 組長研修旅行（長崎 4日まで）  

 6 日 連研のための研究会 

 7 日 臨時教区会 

  8 日 寺婦勉強会 

 8 日 教区勤式練習会 

 11 日 会館常例法座（佐藤知水師） 

 16 日 ほほえみの会研修会(円超寺 17 日まで) 

 18 日 会館責役・門徒総代会 

 19 日 秋の教区勤式研修会 

 20 日 平和のつどい（くい文化センター） 

 21 日 少年教化推進専門委員会 

 21 日 少年連盟役員会 

 22 日 賦課基準等調整委員会 

 26 日 門徒総代会研修会【南部】(神石組法泉寺) 

 27 日 門徒総代会研修会【北部】(比婆組妙延寺) 

 28 日 仏婦・寺婦基幹運動研修会 

 31 日 常備会 

 

 

 2 日 ビハーラ研修協議会 

  2 日 教区報専門委員会 

 4 日 基推第 4部会 

 4 日 第 4部会所掌各専門委員会全体会 

 5 日 災害対策委員会 

9 月 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

10 月 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
11 月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

12 月 

 

 

 

 
1 月 

 

 

 
2 月 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 

 8 日 仏婦役員会 

 8 日 災害対策委員会 

 8 日 法式法務専門委員会 

 8 日 賦課基準等調整小委員会 

 11 日 会館常例法座（千葉隆盛師） 

 12 日 基推第２部会 

 15 日 基推常任委員会  

 16 日 勤式練習会 

 17 日 基推正･副会長会議 

 20 日 仏婦若婦人研修会（南部） 

 21 日 仏婦若婦人研修会（北部） 

 22 日 常備会 

 26 日 門徒推進員のつどい 

 27 日 仏婦会館おみがき 

 30 日 会館報恩講 

 
 

 5 日 若婦専門委員会 

  6 日 法式法務専門委員会 

 8 日 仏婦推進者養成研修会 

 10 日 基推第１部会 

 11 日 会館常例法座（真澄慎一師） 

 20 日 法式法務専門委員会 

 21 日 基推臨時総会 

 22 日 組長会 

 24 日 布教団役員会 

 28 日 午後より宗務納め（7日まで） 

 

 
 8 日 宗務初め 

 11 日 会館常例法座（法正良映師） 

 24 日 同朋講座 

 24 日 少年連盟役員会 

 28 日 ビハーラ研修・協議会 

 31 日 同朋三者懇話会 

  
 

 1 日 寺婦研修旅行（2日まで） 

  7 日 会館休館日（8日まで） 

 10 日 寺婦勉強会 

 10 日 勤式練習会 

 10 日 基推常任委員会 

 11 日 会館常例法座（深水顕真師） 

 22 日 僧侶研修会 

 24 日 基推研修旅行（26日まで） 

 28 日 布教団部門別・基幹運動研修会 

 

 6 日 仏壮総会 

 10 日 勤式練習会 

 11 日 会館常例法座（山本耕嗣師） 

 28 日 子ども大会「ウォークラリー」 

樹木はみな 空に向かって 伸びている 

 

生きて生かされ 生かされ生きている 

 

名もない野の草は 億年かけて 一つの花を咲かせる 
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(

敬
称
略) 

芦 

田 

組 
 

光
圓
寺 

 
 

前
坊
守 

小
倉 

寛
子 

 

（
平
成
十
六
年
十
月
十
六
日
寂
）   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

敬
称
略) 

深 
津 
組  

信
行
寺 

 
  

清
水
坊 

保
人 

（
保
人
） 

沼
隈
西
組 

 
浄
泉
坊 

 
  

佐
々
木 
翔
陽 

（
翔
陽
） 

御
調
東
組 

 

菩
提
寺 

 
  

大
塚 

 

朋
法 
（
朋
法
） 

(

平
成
十
六
年 
九
月
十
五
日
付)

  

  

鴨 

川 

組 
 

金
蔵
坊 

様 

  

沼
隈
南
組 
 

宝
福
寺 

様 

  

芦 

田 

組 
 

光
圓
寺 

様 

   
 

以
上
の
方
々
よ
り
香
典
返
礼
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

頂
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

敬
称
略) 

比 

婆 

組 
 

圓
正
寺 

 
 

伊
達 

 

崇
史  

（
崇
史
） 

世 

羅 

組 
 

真
徳
寺 

    

佐
藤  

寛
之 

 

（
寛
之
） 

 
  

 
 
 

（
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日
付
） 

下記の通り合併がございました。 

郵便番号・電話番号の変更はありませんが、古い住

所での郵便配達はいずれできなくなりますので、住

所録等の変更のある方はご確認下さい。 
 

【広島県】 

(１)世羅郡世 羅 町 →  世羅郡 世羅町 

   〃 世羅西町  →     〃 

   〃 甲 山 町 →    〃 

(２)神石郡油 木 町 → 神石郡 神石高原町    

   〃 神 石 町  →     〃 
   〃 豊 松 村 →    〃 

   〃 三 和 町 →    〃 
 

【岡山県】   

   川上郡成羽町 →  高梁市 成羽町 

    〃 備中町  →   〃  備中町  

    〃 川上町 →   〃  川上町 

   上房郡有漢町 →   〃  有漢町 

本
願
寺
備
後
会
館
の
年
末
年
始
休
館

日
並
び
に
二
月
会
館
休
館
日
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

皆様のお寺で寺報を作っておられ

ませんか？もし、作っておられま

したら、是非、教務所までお送り

下さい！教務所ロビーに、閲覧

ファイルを設けておりますので、

そこで、皆様のお寺をご紹介させ

ていただきます。 

報
恩
講
の
季
節
で
す
。
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

今
年
は
暖
冬
だ
そ
う
で
す
。
日
中

は
半
袖
で
も
汗
ば
む
日
も
あ
り
ま

す
。
な
ん
だ
か
年
々
暖
か
く
な
る
よ

う
な
気
も
し
ま
す
が
、
や
は
り
地
球

温
暖
化
の
傾
向
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
と
も
ハ
ワ
イ
が
太
平
洋
を

こ
え
て
日
本
に
近
づ
い
て
来
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
れ
は
と
も
か
く
、
相
次
ぐ
未
成

年
者
略
取
、
親
子
の
殺
し
合
い
、
今

ま
で
に
な
か
っ
た
よ
う
な
犯
罪
、
年

金
問
題
、
国
力
の
低
下
、
環
境
問
題

な
ど
、
多
方
面
の
問
題
が
解
決
す
る

間
も
な
く
山
積
み
さ
れ
て
い
く
ご
時

勢
で
す
。
親
鸞
聖
人
な
ら
ど
う
ご
覧

に
な
る
で
し
ょ
う
？
「
ど
ん
ど
ん
ひ

ど
く
な
る
な
あ
」
と
悲
し
ん
で
下
さ

る
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と
も
「
わ
し

の
時
よ
り
マ
シ
」
と
お
思
い
に
な
る

で
し
ょ
う
か
？ 

末
法
の
世
で
浄
土
真
宗
に
出
偶
わ

れ
、
そ
れ
を
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
聖

人
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
報
恩
講
を

お
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。 た

だ
お
念
仏
の
声
だ
け
は
小
さ
く

な
っ
て
い
か
な
い
よ
う
張
り
上
げ
な

が
ら
。 

(

Ｍ
・
Ｉ) 


